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(57)【要約】
【課題】狭隘な場所でもベルト着脱作業を容易に行うこ
とができるとともにベルトを損傷することなくベルト着
脱作業を行うことができる分割型プーリーを提供する。
【解決手段】分割型プーリー１０は、円筒状のベルト掛
け部１１と、ベルト掛け部１１の機器側の側面にベルト
掛け部１１と一体的に形成されたかつ分割型プーリー１
０の機器側の鍔部の全体を構成する第１の鍔部１２1と
、ベルト掛け部１１の機器と反対側の側面にベルト掛け
部１１と一体的に形成されたかつ分割型プーリー１０の
機器と反対側の鍔部の一部を構成する第２の鍔部１２2

と、第２の鍔部１２2と共に分割型プーリー１０の機器
と反対側の鍔部の全体を構成する部分を備えるかつベル
ト掛け部１１から取外し可能な取外し可能部１３とを具
備する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　機器の軸に取り付けられる分割型プーリー（１０；５０）であって、
　円筒状のベルト掛け部（１１；５１L，５１R）と、
　該ベルト掛け部の前記機器側の側面に形成された第１の鍔部（１２1；５２L）と、
　前記ベルト掛け部の前記機器と反対側の側面に、全部または外周部の一部が該ベルト掛
け部から取外し可能に形成された第２の鍔部（１２2；５２C，５２R）と、
を具備することを特徴とする、分割型プーリー。
【請求項２】
　前記第２の鍔部の外周部の半分が、前記ベルト掛け部から取外し可能であることを特徴
とする、請求項１記載の分割型プーリー。
【請求項３】
　前記分割型プーリー（１０）が、
　円筒状のベルト掛け部（１１）と、
　該ベルト掛け部の前記機器側の側面に該ベルト掛け部と一体的に形成された、かつ、前
記分割型プーリーの前記機器側の鍔部の全体を構成する第１の鍔部（１２1）と、
　前記ベルト掛け部の前記機器と反対側の側面に該ベルト掛け部と一体的に形成された、
かつ、前記分割型プーリーの前記機器と反対側の鍔部の一部を構成する第２の鍔部（１２

2）と、
　該第２の鍔部と共に前記分割型プーリーの前記機器と反対側の鍔部の全体を構成する部
分を備える、かつ、前記ベルト掛け部から取外し可能な取外し可能部（１３）と、
を具備することを特徴とする、請求項１または２記載の分割型プーリー。
【請求項４】
　前記ベルト掛け部の前記機器と反対側の側面に、前記取外し可能部を該ベルト掛け部に
取り付ける際に該取外し可能部を嵌め込むための凹部が形成されており、
　前記取外し可能部が、前記ベルト掛け部の前記凹部に嵌め込まれる第１の部分と、該取
外し可能部を前記ベルト掛け部の前記凹部に嵌め込んで該ベルト掛け部に取り付けたとき
に該第２の鍔部と共に前記分割型プーリーの前記機器と反対側の鍔部の全体を構成する第
２の部分とを備える、
ことを特徴とする、請求項３記載の分割型プーリー。
【請求項５】
　前記取外し可能部が、前記第２の鍔部の外周部の両端面と該取外し可能部の両端面が接
触するように前記ベルト掛け部に取り付けられ、
　前記第２の鍔部と前記取外し可能部との接合部に、前記分割型プーリーを回転させたと
きに該取外し可能部が遠心力によって外れることを防止するための掛かりが設けられてい
る、
ことを特徴とする、請求項４記載の分割型プーリー。
【請求項６】
　左ブロック（５０L）、中ブロック（５０C）および右ブロック（５０R）を具備し、
　前記左ブロックが、円筒状の左ベルト掛け部（５１L）および該左ベルト掛け部の前記
機器側の側面に該左ベルト掛け部と一体的に形成された左鍔部（５２L）を備え、
　前記中ブロックが、円筒状の右ベルト掛け部（５１R）および該右ベルト掛け部の前記
機器側の側面に該右ベルト掛け部と一体的に形成された中鍔部（５２C）を備え、
　前記右ブロックが、右鍔部（５２R）を備え、
　前記左ブロックの前記左ベルト掛け部および前記左鍔部、前記中ブロックの前記右ベル
ト掛け部および前記中鍔部並びに前記右ブロックの前記右鍔部の外周側に、複数の固定ボ
ルト（５５1～５５4）によって前記中ブロックおよび前記右ブロックを前記左ブロックに
取り付けるための複数のネジ孔が形成されている、
ことを特徴とする、請求項１記載の分割型プーリー。
【請求項７】
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　前記中ブロックが、前記中鍔部の前記機器側の側面の中心側に互いに対向するように該
中鍔部と一体的に形成された第１および第２の中突起（５３C1，５３C2）をさらに備え、
　前記右ブロックが、前記右鍔部の前記機器側の側面の中心側に互いに対向するように該
右鍔部と一体的に形成された第１および第２の右突起（５３R 1，５３R 2）をさらに備え
、
　前記左ブロックの前記左ベルト掛け部の前記機器と反対側の側面に、前記中ブロックの
前記第１および第２の中突起がそれぞれ嵌入される第１および第２の左嵌入穴（５４L1，
５４L2）が形成されており、
　前記中ブロックの前記右ベルト掛け部の前記機器と反対側の側面に、前記右ブロックの
前記第１および第２の右突起がそれぞれ嵌入される第１および第２の中嵌入穴（５４C1，
５４C2）が形成されている、
ことを特徴とする、請求項６記載の分割型プーリー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、分割型プーリーに関し、特に、機器の軸に取り付けられる分割型プーリーに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、Ｖベルトを掛けるためのプーリーには、Ｖベルトが外れることを防止するために
、Ｖ字型の溝が形成されている。そのため、Ｖベルトを交換する場合には、Ｖベルトの張
力を調整している機構部を分解したり、Ｖベルトを引き伸ばすための治具を使用したりし
ており、溝からＶベルトを引き出したり送り込んだりするのに手間がかかっていた。
【０００３】
　そこで、下記の特許文献１には、一つの治具でプーリーの回転とベルトの溝への送込み
とを簡単に行えるようにして、作業員に高い技量を要求することなく安全なベルト掛け作
業を実施することができるように、ベルト嵌込具をプーリーの回転中心に対し直交するよ
うにしてプーリーに一端部側に寄った位置で着脱可能に取り付けられてプーリーを回転操
作するための梃子と、梃子の両端に設けられたグリップと、梃子をプーリーに取り付けた
ときにプーリーの溝上に位置してベルトの掛始め部分をプーリーの溝に対応位置させるた
めのベルト掛けとを具備するベルト嵌込具が開示されている。
【０００４】
　なお、下記の特許文献２には、取付け対象の軸が短い場合であっても確実に固定するこ
とができるように、プーリー外枠体とスペーサーとネジとで構成され、プーリー外枠体が
、径方向へ均等に分割された２つの分割体を相互に合体して構成され、スペーサーが円柱
状をなし、その上端部および下端部には径方向外側へ迫り出した鍔部が一体的に形成され
ており、鍔部が、プーリー外枠体の上端面と内壁の一部に設けられた段差部とにそれぞれ
当接し、それにより鍔部の間にプーリー外枠体の厚み方向の一部が挟持された状態となっ
ており、プーリー外枠体をネジにより締結する際には、プーリー外枠体内周面とスペーサ
ー外周面との間に設けられた隙間が締め代として作用するようにした分割型プーリーが開
示されている。
【特許文献１】特開２００１－３２３９７７号公報
【特許文献２】特開２００８－０８２９０２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記の特許文献１に開示されたベルト嵌込具では、プーリーの軸に治具
を装着させ、ベルトの内側に治具の一部を挿入したのちに治具を回転させることによりベ
ルトを伸ばしながらプーリーの溝に嵌め込むようにしたものであるため、狭隘な場所では
治具の装着や操作が困難であるという問題がある。
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　また、伸縮性が小さいベルトをプーリーの溝に嵌め込む場合には、張力を掛け過ぎるこ
とになるため、ベルトを損傷する可能性があるという問題がある。
【０００６】
　本発明の目的は、狭隘な場所でもベルト着脱作業を容易に行うことができるとともにベ
ルトを損傷することなくベルト着脱作業を行うことができる分割型プーリーを提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の分割型プーリーは、機器の軸に取り付けられる分割型プーリー（１０；５０）
であって、円筒状のベルト掛け部（１１；５１L，５１R）と、該ベルト掛け部の前記機器
側の側面に形成された第１の鍔部（１２1；５２L）と、前記ベルト掛け部の前記機器と反
対側の側面に、全部または外周部の一部が該ベルト掛け部から取外し可能に形成された第
２の鍔部（１２2；５２C，５２R）とを具備することを特徴とする。
　ここで、前記第２の鍔部の外周部の半分が、前記ベルト掛け部から取外し可能であって
もよい。
　前記分割型プーリー（１０）が、円筒状のベルト掛け部（１１）と、該ベルト掛け部の
前記機器側の側面に該ベルト掛け部と一体的に形成された、かつ、前記分割型プーリーの
前記機器側の鍔部の全体を構成する第１の鍔部（１２1）と、前記ベルト掛け部の前記機
器と反対側の側面に該ベルト掛け部と一体的に形成された、かつ、前記分割型プーリーの
前記機器と反対側の鍔部の一部を構成する第２の鍔部（１２2）と、該第２の鍔部と共に
前記分割型プーリーの前記機器と反対側の鍔部の全体を構成する部分を備える、かつ、前
記ベルト掛け部から取外し可能な取外し可能部（１３）とを具備してもよい。
　前記ベルト掛け部の前記機器と反対側の側面に、前記取外し可能部を該ベルト掛け部に
取り付ける際に該取外し可能部を嵌め込むための凹部が形成されており、前記取外し可能
部が、前記ベルト掛け部の前記凹部に嵌め込まれる第１の部分と、該取外し可能部を前記
ベルト掛け部の前記凹部に嵌め込んで該ベルト掛け部に取り付けたときに該第２の鍔部と
共に前記分割型プーリーの前記機器と反対側の鍔部の全体を構成する第２の部分とを備え
てもよい。
　前記取外し可能部が、前記第２の鍔部の外周部の両端面と該取外し可能部の両端面が接
触するように前記ベルト掛け部に取り付けられ、前記第２の鍔部と前記取外し可能部との
接合部に、前記分割型プーリーを回転させたときに該取外し可能部が遠心力によって外れ
ることを防止するための掛かりが設けられていてもよい。
　左ブロック（５０L）、中ブロック（５０C）および右ブロック（５０R）を具備し、前
記左ブロックが、円筒状の左ベルト掛け部（５１L）および該左ベルト掛け部の前記機器
側の側面に該左ベルト掛け部と一体的に形成された左鍔部（５２L）を備え、前記中ブロ
ックが、円筒状の右ベルト掛け部（５１R）および該右ベルト掛け部の前記機器側の側面
に該右ベルト掛け部と一体的に形成された中鍔部（５２C）を備え、前記右ブロックが、
右鍔部（５２R）を備え、前記左ブロックの前記左ベルト掛け部および前記左鍔部、前記
中ブロックの前記右ベルト掛け部および前記中鍔部並びに前記右ブロックの前記右鍔部の
外周側に、複数の固定ボルト（５５1～５５4）によって前記中ブロックおよび前記右ブロ
ックを前記左ブロックに取り付けるための複数のネジ孔が形成されていてもよい。
　前記中ブロックが、前記中鍔部の前記機器側の側面の中心側に互いに対向するように該
中鍔部と一体的に形成された第１および第２の中突起（５３C1，５３C2）をさらに備え、
前記右ブロックが、前記右鍔部の前記機器側の側面の中心側に互いに対向するように該右
鍔部と一体的に形成された第１および第２の右突起（５３R 1，５３R 2）をさらに備え、
前記左ブロックの前記左ベルト掛け部の前記機器と反対側の側面に、前記中ブロックの前
記第１および第２の中突起がそれぞれ嵌入される第１および第２の左嵌入穴（５４L1，５
４L2）が形成されており、前記中ブロックの前記右ベルト掛け部の前記機器と反対側の側
面に、前記右ブロックの前記第１および第２の右突起がそれぞれ嵌入される第１および第
２の中嵌入穴（５４C1，５４C2）が形成されていてもよい。
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【発明の効果】
【０００８】
　本発明の分割型プーリーは、以下の効果を奏する。
（１）ベルト掛け部の機器と反対側の側面に形成された第２の鍔部の全部または外周部の
一部がベルト掛け部から取外し可能にされているので、ベルト着脱作業時に第２の鍔部の
全部または外周部の一部をベルト掛け部から取り外せばベルトを簡単に着脱させることが
できるので、狭隘な場所でもベルト着脱作業を容易に行うことができる。
（２）ベルト自体に必要以上の張力を掛けずにベルト着脱作業が行えるので、ベルトを損
傷することなくベルト着脱作業を行うことができる。
（３）複数のベルトを同一目的で使用するタイプのプーリーでも、機器側の鍔部以外の鍔
部を取外し可能にすることにより、上記（１）および（２）の効果を得ることができる。
（４）ベルト掛け部の径を異ならせたブロックを複数用意することにより、トルクを可変
させることもできる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　上記の目的を、第２の鍔部と共に分割型プーリーの機器と反対側の鍔部の全体を構成す
る部分を備える取外し可能部をベルト掛け部から取り外せるようにすることにより実現し
た。
【実施例１】
【００１０】
　以下、本発明の分割型プーリーの実施例について図面を参照して説明する。
　まず、本発明の第１の実施例による分割型プーリー１０について、図１乃至図９を参照
して説明する。
　なお、以下では、分割プーリー１０を図１（ａ）紙面垂直方向に見たときの分割型プー
リー１０の中心側、外周側、径方向および周方向を「中心側」、「外周側」、「径方向」
および「周方向」とそれぞれ称する。また、図１（ａ）紙面垂直方向を「軸方向」と称す
る。
【００１１】
　本実施例による分割型プーリー１０は、モーターなどの機器と反対側の鍔部の外周部の
半分がベルト掛け部から取外し可能に形成されていることを特徴とする。
【００１２】
　すなわち、分割型プーリー１０は、図１（ａ），（ｂ）に示すように、円筒状のベルト
掛け部１１と、ベルト掛け部１１の機器側の側面にベルト掛け部１１と一体的に形成され
た、かつ、分割型プーリー１０の機器側の鍔部の全体を構成する第１の鍔部１２1と、ベ
ルト掛け部１１の機器と反対側の側面にベルト掛け部１１と一体的に形成された、かつ、
分割型プーリー１０の機器と反対側の鍔部の一部を構成する第２の鍔部１２2と、第２の
鍔部１２2と共に分割型プーリー１０の機器と反対側の鍔部の全体を構成する部分を備え
る、かつ、ベルト掛け部１１から取外し可能な取外し可能部１３と、取外し可能部１３を
ベルト掛け部１１に取り付けるための第１乃至第３の固定ボルト１４1～１４3と、第２の
鍔部１２2のベルト掛け部１１と反対側の側面に第２の鍔部１２2と一体的に形成された軸
固定部１５と、軸固定ボルト１６とを具備する。
【００１３】
　ここで、ベルト掛け部１１、第１および第２の鍔部１２1，１２2並びに軸固定部１５の
中心部には、図１（ｂ）に破線で示すように、機器の軸（モーターの出力軸など）を貫通
するための軸貫通孔が形成されている。
　また、分割型プーリー１０は、機器の軸を第１の鍔部１２1の軸貫通孔、ベルト掛け部
１１の軸貫通孔、第２の鍔部１２2の軸貫通孔および軸固定部１５の軸貫通孔の順に貫通
させたのち、軸固定部１５に形成されたネジ孔に軸固定ボルト１６を螺合していき、軸固
定ボルト１６の先端を機器の軸に形成されたキー溝に係合することによって、機器の軸に
取り付けられる。
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【００１４】
　ベルト掛け部１１の機器と反対側の側面には、取外し可能部１３をベルト掛け部１１に
取り付ける際に取外し可能部１３を嵌め込むための凹部が形成されている（図１（ｂ）参
照）。
　また、ベルト掛け部１１の凹部が形成された部分と第１の鍔部１２1とには、第１乃至
第３の固定ボルト１４1～１４3によって取外し可能部１３をベルト掛け部１１に取り付け
るための第１乃至第３のネジ孔が形成されている（図１（ｂ）参照）。
【００１５】
　第１の鍔部１２1は円板状の形状を有し、第１の鍔部１２1の径はベルト掛け部１１の径
よりも大きくされている。また、第１の鍔部１２1のベルト掛け部１１側の側面のベルト
掛け部１１よりもはみ出た部分は、Ｖベルトを掛けるための溝を形成するように斜面とさ
れている。
【００１６】
　第２の鍔部１２2は円板の外周部を半分切った形状を有し、第２の鍔部１２2の径は第１
の鍔部１２1の径と同じにされている。また、第２の鍔部１２2の外周部のベルト掛け部１
１側の側面のベルト掛け部１１よりもはみ出た部分は、第１の鍔部１２1と同様に、Ｖベ
ルトを掛けるための溝を形成するように斜面とされている。
【００１７】
　取外し可能部１３は、ベルト掛け部１１の凹部に嵌め込まれる第１の部分と、取外し可
能部１３をベルト掛け部１１の凹部に嵌め込んでベルト掛け部１１に取り付けたときに第
２の鍔部１２2と共に分割型プーリー１０の機器と反対側の鍔部を構成する第２の部分（
円板の外周部の切られた半分の部分）とを備える。取外し可能部１３の第２の部分のベル
ト掛け部１１側の側面のベルト掛け部１１よりもはみ出た部分は、第１および第２の鍔部
１２1，１２2と同様に、Ｖベルトを掛けるための溝を形成するように斜面とされている。
【００１８】
　なお、取外し可能部１３は第２の鍔部１２2の外周部の両端面と取外し可能部１３の両
端面が接触するようにベルト掛け部１１に取り付けられるが、分割型プーリー１０を回転
させたときに取外し可能部１３が遠心力によって外れることを防止するために、第２の鍔
部１２2と取外し可能部１３との接合部には掛かりが設けられている。
　すなわち、図１（ａ）に示すように、取外し可能部１３の中心側の端面が取外し可能部
１３の外周側の端面よりも飛び出るとともに取外し可能部１３の中心側の端面の外周側の
端が取外し可能部１３の外周側の端面の中心側の端よりも外周側になるように形成された
段差１３ａが、第２の鍔部１２2の外周部の両端面および取外し可能部１３の両端面の径
方向中央部に設けられている。
【００１９】
　次に、図２（ａ），（ｂ）に示すように駆動側の分割型プーリー１０と負荷側のプーリ
ー２１との間に掛けられたＶベルト２０を取り外すときの手順について、図２乃至図５を
参照して説明する。
　なお、図２（ｂ）は図２（ａ）の紙面上から見た上面図であるが、スナップローラ２２
は省略している。図３（ｂ）乃至図９（ｂ）についても同様である。
【００２０】
　作業員は、分割型プーリー１０が軸に取り付けられた機器を停止したのち、図３（ａ）
に矢印で示すように分割型プーリー１０を手動で右向きに回転させて、図３（ａ），（ｂ
）に示すように取外し可能部１３が上にくるようにする。
【００２１】
　続いて、作業員は、第１乃至第３の固定ボルト１４1～１４3を外して、図４（ａ），（
ｂ）に示すように取外し可能部１３をベルト掛け部１１から取り外す。その後、作業員は
、取外した取外し可能部１３の部分に位置するＶベルト２０を図４（ｂ）に矢印で示すよ
うに手前（機器と反対側）に引きながら、図４（ａ）に矢印で示すように分割型プーリー
１０を手動で左向きに回転させて、Ｖベルト２０を分割型プーリー１０から外していく。
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【００２２】
　これにより、図５（ａ），（ｂ）に示すようにＶベルト２０を分割型プーリー１０から
取り外すことができるとともに、Ｖベルト２０自体に必要以上の張力を掛けずにＶベルト
２０を取り外すことができる。
【００２３】
　次に、上述したようにして取り外したＶベルト２０に代えて新たなＶベルト２０’を分
割型プーリー１０とプーリー２１との間に取り付けるときの手順について、図６乃至図９
を参照して説明する。
【００２４】
　作業員は、図６（ａ），（ｂ）に示すように取外し可能部１３を取り付ける位置が左上
にくるようにするとともに、新たなＶベルト２０’をプーリー２１に掛ける。
【００２５】
　続いて、作業員は、図７（ａ），（ｂ）に示すように新たなＶベルト２０’を分割型プ
ーリー１０の下側の溝に入れたのち、図７（ａ）に矢印で示すように分割型プーリー１０
を手動で右向きに回転させて、新たなＶベルト２０’を分割型プーリー１０に掛けていく
。
【００２６】
　このようにして図８（ａ），（ｂ）に示すように新たなＶベルト２０’が分割型プーリ
ー１０に完全に掛けられると、作業員は、図９（ａ），（ｂ）に示すように取外し可能部
１３をベルト掛け部１１の凹部に嵌め込んだのち、第１乃至第３の固定ボルト１４1～１
４3によって取外し可能部１３をベルト掛け部１１に固定する。
【００２７】
　これにより、新たなＶベルト２０’を分割型プーリー１０に容易に取り付けることがで
きるとともに、新たなＶベルト２０’自体に必要以上の張力を掛けずに新たなＶベルト２
０’を取り付けることができる。
【００２８】
　以上の説明では、第２の鍔部１２2の外周部の半分を取外し可能部１３としたが、第２
の鍔部１２2の外周部の１／４以上１／２未満を取外し可能部１３としてもよい。
　また、取外し可能部１３は第１および第２の部分を備えたが、第１の部分はなくてもよ
い。この場合には、ベルト掛け部１１に凹部を形成する必要がなくなる。
【実施例２】
【００２９】
　次に、本発明の第２の実施例による分割型プーリー５０について、図１０および図１１
を参照して説明する。
　なお、以下では、分割プーリー５０を図１０紙面垂直方向に見たときの分割型プーリー
５０の中心側、外周側、径方向および周方向を「中心側」、「外周側」、「径方向」およ
び「周方向」とそれぞれ称する。また、図１０紙面垂直方向を「軸方向」と称する。
【００３０】
　本実施例による分割型プーリー５０は、２本のＶベルトを同一目的で使用する際に用い
られるものであり、モーターなどの機器側の鍔部（左鍔部５２L）以外の鍔部（中鍔部５
２Cおよび右鍔部５２R）が取外し可能に形成されていることを特徴とする。
【００３１】
　すなわち、分割型プーリー５０は、図１０および図１１（ａ）～（ｃ）に示すように、
左ブロック５０Lと、中ブロック５０Cと、右ブロック５０Rと、中ブロック５０Cおよび右
ブロック５０Rを左ブロック５０Lに取り付けるための第１乃至第４の固定ボルト５５1～
５５4（縫いボルト）と、軸固定部５６と、軸固定ボルト５７とを具備する。
【００３２】
　ここで、左ブロック５０Lは、図１１（ａ）に示すように、円筒状の左ベルト掛け部５
１Lと、左ベルト掛け部５１Lの機器側の側面（同図左側の側面）に左ベルト掛け部５１L

と一体的に形成された左鍔部５２Lとを備える。
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　中ブロック５０Cは、図１１（ｂ）に示すように、円筒状の右ベルト掛け部５１Rと、右
ベルト掛け部５１Rの機器側の側面に右ベルト掛け部５１Rと一体的に形成された中鍔部５
２Cと、中鍔部５２Cの機器側の側面の中心側に互いに対向するように中鍔部５２Cと一体
的に形成された第１および第２の中突起５３C1，５３C2とを備える。
　右ブロック５０Rは、図１１（ｃ）に示すように、右鍔部５２Rと、右鍔部５２Rの機器
側の側面の中心側に互いに対向するように右鍔部５２Rと一体的に形成された第１および
第２の右突起５３R 1，５３R 2（図１０参照）とを備える。
　なお、左ベルト掛け部５１Lの径と右ベルト掛け部５１Rの径とは同じである。
【００３３】
　左ブロック５０Lの左鍔部５２Lは円板状の形状を有し、左鍔部５２Lの径は左ベルト掛
け部５１Lの径よりも大きくされている。また、左鍔部５２Lの左ベルト掛け部５１L側の
側面の左ベルト掛け部５１Lよりもはみ出た部分は、左Ｖベルトを掛けるための溝を形成
するように斜面とされている。
　左ブロック５０Lの左ベルト掛け部５１Lの機器と反対側の側面には、中ブロック５０C

の第１および第２の中突起５３C1，５３C2がそれぞれ嵌入される第１および第２の左嵌入
穴５４L1，５４L2が形成されている。
　なお、軸固定部５６は、左ブロック５０Lの左鍔部５２Lの機器側側面に左鍔部５２Lと
一体的に形成されている。
【００３４】
　中ブロック５０Cの中鍔部５２Cは円板状の形状を有し、中鍔部５２Cの径は右ベルト掛
け部５１Rの径よりも大きくされている。また、中鍔部５２Cの機器側の側面の右ベルト掛
け部５１Rよりもはみ出た部分は、左Ｖベルトを掛けるための溝を形成するように斜面と
されている。同様に、中鍔部５２Cの機器と反対側の側面の右ベルト掛け部５１Rよりもは
み出た部分は、右Ｖベルトを掛けるための溝を形成するように斜面とされている。
　中ブロック５０Cの右ベルト掛け部５１Rの機器と反対側の側面には、右ブロック５０R

の第１および第２の右突起５３R1，５３R2がそれぞれ嵌入される第１および第２の中嵌入
穴５４C1，５４C2が形成されている。
【００３５】
　左ブロック５０Lの左ベルト掛け部５１Lおよび左鍔部５２Lと中ブロック５０Cの右ベル
ト掛け部５１Rおよび中鍔部５２Cと右ブロック５０Rの右鍔部５２Rと軸固定部５６の中心
部には、図１１（ａ）～（ｃ）に破線で示すように、機器の軸（モーターの出力軸など）
を貫通するための軸貫通孔が形成されている。
　また、分割型プーリー５０は、機器の軸を軸固定部５６の軸貫通孔、左鍔部５２Lの軸
貫通孔、左ベルト掛け部５１Lの軸貫通孔、中鍔部５２Cの軸貫通孔、右ベルト掛け部５１

Rの軸貫通孔および右鍔部５２Rの軸貫通孔の順に貫通させたのち、軸固定部５６に形成さ
れたネジ孔に軸固定ボルト５７を螺合していき、軸固定ボルト５７の先端を機器の軸に形
成されたキー溝に係合することによって、機器の軸に取り付けられる。
【００３６】
　左ブロック５０Lの左ベルト掛け部５１Lおよび左鍔部５２Lと中ブロック５０Cの右ベル
ト掛け部５１Rおよび中鍔部５２Cと右ブロック５０Rの右鍔部５２Rと軸固定部５６の外周
側には、図１１（ａ）～（ｃ）に破線で示すように、第１乃至第４の固定ボルト５５1～
５５4によって中ブロック５０Cおよび右ブロック５０Rを左ブロック５０Lに取り付けるた
めの第１乃至第４のネジ孔が形成されている（図１０参照）。
【００３７】
　次に、分割型プーリー５０から左Ｖベルトおよび右Ｖベルトを取り外すときの手順につ
いて説明する。
　作業員は、分割型プーリー５０が軸に取り付けられた機器を停止したのち、第１乃至第
４の固定ボルト５５1～５５4を外す。
　続いて、作業員は、右ブロック５０Rを中ブロック５０Cから取り外したのち、右Ｖベル
トを手前（機器と反対側）に引いて、右Ｖベルトを分割型プーリー５０から外していく。



(9) JP 2010-48372 A 2010.3.4

10

20

30

40

50

　続いて、作業員は、中ブロック５０Cを左ブロック５０Lから取り外したのち、左Ｖベル
トを手前（機器と反対側）に引いて、左Ｖベルトを分割型プーリー５０から外していく。
　これにより、左Ｖベルトおよび右Ｖベルトを分割型プーリー５０から容易に取り外すこ
とができるとともに、左Ｖベルトおよび右Ｖベルト自体に必要以上の張力を掛けずに左Ｖ
ベルトおよび右Ｖベルトを取り外すことができる。
【００３８】
　次に、上述したようにして取り外した左Ｖベルトおよび右Ｖベルトに代えて新たな左Ｖ
ベルトおよび新たな右Ｖベルトを分割型プーリー５０に取り付けるときの手順について説
明する。
　作業員は、新たな左Ｖベルトを左ブロック５０Lの左ベルト掛け部５１Lに掛けたのち、
中ブロック５０Cの第１および第２の中突起５３C1，５３C2を左ブロック５０Lの第１およ
び第２の左嵌入穴５４L1，５４L2にそれぞれ嵌入して、中ブロック５０Cを左ブロック５
０Lに取り付ける。
　続いて、作業員は、新たな右Ｖベルトを中ブロック５０Cの右ベルト掛け部５１Rに掛け
たのち、右ブロック５０Rの第１および第２の右突起５３R1，５３R2を中ブロック５０Cの
第１および第２の中嵌入穴５４C1，５４C2にそれぞれ嵌入して、右ブロック５０Rを中ブ
ロック５０Cに取り付ける。
　このように、第１および第２の中突起５３C1，５３C2を第１および第２の左嵌入穴５４

L1，５４L2にそれぞれ嵌入するとともに第１および第２の右突起５３R 1，５３R 2を第１
および第２の中嵌入穴５４C1，５４C2にそれぞれ嵌入して中ブロック５０Cおよび右ブロ
ック５０Rを左ブロック５０Lに取り付けることにより、分割プーリー５０を回転させたと
きの中ブロック５０Cおよび右ブロック５０Rの空回りを防止することができる。
　続いて、作業員は、第１乃至第４の固定ボルト５５1～５５4を用いて中ブロック５０C

および右ブロック５０Rを左ブロック５０Lに固定する。
　これにより、新たな左Ｖベルトおよび新たな右Ｖベルトを分割型プーリー５０に容易に
取り付けることができるとともに、新たな左Ｖベルトおよび新たな右Ｖベルト自体に必要
以上の張力を掛けずに新たな左Ｖベルトおよび新たな右Ｖベルトを取り付けることができ
る。
【００３９】
　以上では、ベルト掛け部（左ベルト掛け部５１Lと右ベルト掛け部５１R）の径が同じで
ある場合の例を示したが、ベルト掛け部の径を異ならせたブロックを複数用意することに
より、トルクを可変させることもできる。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明の第１の実施例による分割型プーリー１０の構成を示す図であり、（ａ）
は正面図であり、（ｂ）は左側面図である。
【図２】駆動側の分割型プーリー１０と負荷側のプーリー２１との間に掛けられたＶベル
ト２０を取り外すときの手順について説明するための図であり、（ａ）は正面図であり、
（ｂ）は上面図である。
【図３】駆動側の分割型プーリー１０と負荷側のプーリー２１との間に掛けられたＶベル
ト２０を取り外すときの手順について説明するための図であり、（ａ）は正面図であり、
（ｂ）は上面図である。
【図４】駆動側の分割型プーリー１０と負荷側のプーリー２１との間に掛けられたＶベル
ト２０を取り外すときの手順について説明するための図であり、（ａ）は正面図であり、
（ｂ）は上面図である。
【図５】駆動側の分割型プーリー１０と負荷側のプーリー２１との間に掛けられたＶベル
ト２０を取り外すときの手順について説明するための図であり、（ａ）は正面図であり、
（ｂ）は上面図である。
【図６】新たなＶベルト２０’を分割型プーリー１０とプーリー２１との間に取り付ける
ときの手順について説明するための図であり、（ａ）は正面図であり、（ｂ）は上面図で
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【図７】新たなＶベルト２０’を分割型プーリー１０とプーリー２１との間に取り付ける
ときの手順について説明するための図であり、（ａ）は正面図であり、（ｂ）は上面図で
ある。
【図８】新たなＶベルト２０’を分割型プーリー１０とプーリー２１との間に取り付ける
ときの手順について説明するための図であり、（ａ）は正面図であり、（ｂ）は上面図で
ある。
【図９】新たなＶベルト２０’を分割型プーリー１０とプーリー２１との間に取り付ける
ときの手順について説明するための図であり、（ａ）は正面図であり、（ｂ）は上面図で
ある。
【図１０】本発明の第２の実施例による分割型プーリー５０の構成を示す正面図である。
【図１１】図１０に示した分割型プーリー５０が具備する左ブロック５０L，中ブロック
５０Cおよび右ブロック５０Rの構成を示す左側面図である。
【符号の説明】
【００４１】
１０，５０　分割型プーリー
１１　ベルト掛け部
１２1，１２2　第１および第２の鍔部
１３　取外し可能部
１３ａ　段差
１４1～１４3　第１乃至第３の固定ボルト
１５，５６　軸固定部
１６，５７　軸固定ボルト
２０，２０’　Ｖベルト
２１　プーリー
２２　スナップローラ
５０L　左ブロック
５０C　中ブロック
５０R　右ブロック
５１L　左ベルト掛け部
５１R　右ベルト掛け部
５２L　左鍔部
５２C　中鍔部
５２R　右鍔部
５３C1，５３C2　第１および第２の中突起
５３R1，５３R2　第１および第２の右突起
５４L1，５４L2　第１および第２の左嵌入穴
５４C1，５４C2　第１および第２の中嵌入穴
５５1～５５4　第１乃至第４の固定ボルト
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